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l.精神疾患 100 の仮説.星和書庖， 2004. 
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学位指導

l.押淵英弘 Aripiprazole and haloperidol suppress markedly dopamine release in the amygdala in 

response to conditioned fear stress ， but show contrasting effects on basal dopamine release in metham-

phetamine-sensitized rats. 

(Aripi prazole とhaloperidol はドパミンの基礎放出量を調節しながらメタンフェタミン過感受性ラット扇

桃体の恐怖刺激によるドパミン過剰放出を抑制する) 2009 

2. 松木秀幸 Effect of age and gender on the expression of brain-derived neurotropic factor mRNA in 

rat retrosplenial cortex following administration of dizocilpine. 

(Dizocilpine 投与によって Rat の脳梁膨大後皮質に生じる脳由来神経栄養因子 mRNA の発現 2対する年

齢および性別の影響) 2004 

3. 西村勝治 Blood-brain barrier damage as a risk factor for corticosteroid-induced psychiatric disor-

ders in systemic lupus erythematosus. 

(血液-脳関門の障害は全身性エリテマトーデスにおけるステロイド誘発性精神障害の危険因子である)

2008 

4. 原因豪人 1ncidence and predictors of activation syndrome induced by antidepressants. 

(抗うつ薬による activation syndrome の発現頻度と予測因子) 2009 

5. 山 本暢朋 Brief P ANSS to access and monitor the overall severity of schizophrenia. 

(統合失調症の全体的重症度を観察・評価できる Brief PANSS について) 2010 

6. 菅原裕子 Hypermethylation of SLC6A4 in bipolar disorder detected by epigenome analysis discor-

dant twins. 

(一卵性双生児不一致例におけるエピゲノム解析によって同定された双極性障害における SLC6A4 の高メ

チル化) 2011 

7. 津村実紀 1s there a linear relationship between the brief psychiatric rating scale and the clinical 

global impression-schizophrenia scale? A retrospective analysis. 

(CG1-SCH (clinical global impression-schizophrenia scale) を利用した， BPRS (brief psychiatric rating 

scale) の線型性評価に関する検討) 2012 

8. 宮城純子 Valproic acid inhibits dopamine release in response to a fear-conditioned stimulus in the 

basolateral amygdala of methamphetamine-sensitized rats. 

(統合失調症の情動認知障害に対するパルプロ酸の作用機序 メタンフェタミン過感受性ラットの恐怖条

件刺激による扇桃体ドパミン放出による検討) 2013 

9. 守谷俊平 Abnormallight-dark cycle housing attenuates day/night rhythm of Per l， Per2 ， and Bmall 

clock gene expressionin the mouse amygdala and hippocampus. 

(不規則な明暗周期飼育はマウスの扇桃体及び海馬における Per 1， Per2 ， Bmall 時計遺伝子発現の昼夜リ

ズムを減弱させる) 2014 

10. 喜田 光洋血清中の 2AB と4-0xopen tanoa te はうつ病患者を効率で分離する 2014 

1l.興津裕美 A comparison of a patient-rated visual analogue scale with the Liebowitz Social Anxiety 



Scale for social anxiety disorder: A cross-sectional study. 

(社交不安障害に於ける，患者評価型視覚評価尺度の Liebowitz Social Anxiety Scale との比較:横断研

究) 2014 

12. 小林清香 Post-traumatic stress disorder and its risk factors in J apanese patients living with implant-

able cardioverter defibrillators: a preliminary examination. 

(日本における植込み型除細動器患者の外傷後ストレス障害とそのリスク要因に関するパイロット研究)

2014 

13. 河野美帆 Autism spectrum disorder in 22q1 1. 2 deletion syndrome compared to schizophrenia. 

(自閉症スペクトラム障害を伴った 22q1 1. 2欠失症候群の精神病症状と統合失調症の比較) 2015 

14. 河野仁彦 Clozapine modulates amygdala dopamine release but is dependent on the dopaminergic-

state: Implications of the specific actions of clozapine versus haloperidoL 

(クロザピンはドパミン神経活動依存性に扇桃体ドパミンを制御する:定型抗精神病薬ハロベリドールに

対するクロザピンの特異的作用) 2015 

15. 河野敬明 Effects of diazepam on the amygdala dopamine release in emotional processing: a specific 

effect in the methamphetamine-sensitized ra t. 

(ストレス脆弱性モデルラットにおける，情動過程としての扇桃体ドパミン動態に対するジアゼパムの効

果) (2016 予定)

16. 鈴木枝里子 Relationships between Clinical efficacy of duloxetine and serum cytokine levels in the 

treatment course of depression. 

(大うつ病性障害患者に対するデュロキセチン投与の臨床効果と血清サイトカインの継時的変化の検証)

(2016 予定)

17. 末木亮嗣 Dose early improvement in depressive symptom predict subsequent remission in patients 

with depression who are treated with duloxetine? 

(Duloxetine による早期治療効果はうつ病患者の症状寛解を予測出来るか?) (2016 予定)

18. 松井健太郎 Restless legs syndrome in hemodialysis patients: Prevalence and association to daytime 

functioning. 

(血液透析患者におけるレストレスレッグス症候群と日中機能への影響に関する調査) (2016 予定)

19. 村岡寛之 Effects of escitalopram on increased dopamine release in the amygdala in response to con-

ditioned fear stress: An in vivo microdialysis study on methamphetamine-sensitized rats. 

(メタンフェタミン過感受性ラットにおける恐怖刺激での扇桃体ドパミン過剰放出に対するエスシタロプ

ラムの効果について) (2016 予定)

20. 山本舞 睡眠薬依存の実態と背景要因に関する調査研究 (2016 予定)

2l.湯浅好喜 Effectiveness of relapse prevention program using information technology in long 同term

hospitalized patients with schizophrenia: A pilot study in a psychiatric hospitaL 

(長期入院中の統合失調症患者に対する情報技術支援統合失調症再発予防プログラムの有効性一一精神科

病院における予備的研究-) (2016 予定)

22. 大下隆司 A retrospective study on the usefulness of escitalopram as a first-line treatment in patients 

aged 12-17 years with major depressive disorder. 

(12~17 歳の大うつ病性障害患者に対する第一選択薬としての escitalopram の臨床的有用性に関する後

方視的研究) (2016 予定)

23. 辻かをる An empirical study of attending psychiatrists' views on th 



大会長として開催した学会

1.第四回日本臨床精神神経薬理学会. 2008 年 10 月品川プリンスホテル

2. 心理教育・家族教室ネットワーク第 14 回研究集会. 2011 年 2月京王プラザホテル

3. 第 9 回日本うつ病学会総会. 2012 年 7月京王プラザホテル

4. 第 42 回日本神経精神薬理学会. 2012 年 10 月栃木県総合文化センター

5. 第 44 回日本女性心身医学会学術集会. 2015 年 7月御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター

当教室が関与した公的研究費

<文部科学省>

1.平成 19~21 年度日本学術振興会・科学研究費補助金基盤研究 (C) 石郷岡 純

「ストレス脆弱性モデルラットの情動記憶障害に対するクロザビンの薬理学的効果の解析J (課題番号

19591376) 

2. 平成 19~21 年度日本学術振興会・科学研究費補助金若手研究 (B) 小林清香

「植込み型除細動器患者の心理的適応と認知行動的療法的心理教育の効果に関する研究J (課題番号

19730441) 

3. 平成 20~22 年度日本学術振興会・科学研究費補助金基盤研究 (C) 西村勝治

「生体腎移植ドナーの意思決定と満足度に関する前向きコホート研究J (課題番号 20591422) 

4. 平成 22~25 年度日本学術振興会・科学研究費補助金若手研究 (B) 井上敦子

「小児思春期に腎移植を受けた患児と家族への心理教育に基づく支援に関する研究J (課題番号

22730555) 

5. 平成 22~24 年度日本学術振興会・科学研究費補助金基盤研究 (C) 坂元薫

「統合失調症と感情障害の中間型に対する疫学調査J (課題番号 22591304) 

6. 平成 24~26 年度日本学術振興会・科学研究費補助金基盤研究 (C) 西村勝治

「生体臓器ドナー候補者の「自発的意思」を確認するためのガイドラインの作成J (課題番号 2459173 1) 

7. 平成 23~24 年度日本学術振興会・科学研究費補助金研究活動スタート支援菅原 裕子

「双極性障害におけるセロトニントランスポーターのエピジェネティック制御J (課題番号 23890250) 

8. 平成 25~28 年度日本学術振興会・科学研究費補助金若手研究 (B) 小林清香

「腎移植患者におけるアドヒアランス不良の早期発見・介入のためのツールの開発J (課題番号

25870758) 

9. 平成 27~28 年度日本学術振興会・科学研究費補助金若手研究 (B) 菅原 裕子

「精神疾患の診断における epigenetic biomarker の開発J (課題番号 15K19748) 

<厚生労働省>

1.平成 19~21 年度厚生労働科学研究費補助金 精神・神経疾患研究開発費「薬物依存症及び中毒性精神病

に対する治療法の開発・普及に関する研究J (研究代表者:和田 清)

2. 平成22 年度厚生労働科学研究費補助金 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業「睡

眠障害治療薬の臨床試験及び評価方法のあり方に関する研究J (研究代表者:三島 和夫)

3. 平成 22~24 年度厚生労働科学研究費補助金 障害者対策総合研究事業「治療抵抗性統合失調症に対する

治療戦略のためのデータベース構築に関する研究J (研究代表者:三園 雅彦)

4. 平成 22~23 年度厚生労働科学研究費補助金 精神・神経疾患研究開発費「アルコールを含めた物質依存

に対する病態解明及び心理社会的治療法の開発に関する研究J (研究代表者:和田 清)

5. 平成 23~25 年度厚生労働科学研究費補助金 障害者対策総合研究事業「大規模災害や犯罪被害者等によ

る精神疾患の実態把握と対応ガイドラインの作成・評価に関する研究J (研究代表者:金 吉晴)

6. 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金 障害者対策総合研究事業(精神障害分野) I睡眠薬の適正使用及

び減量・中止のための診療ガイドラインに関する研究J (研究代表者:三島 和夫)



7. 平成 25~26 年度厚生労働科学研究費補助金 障害者対策総合研究事業「臨床評価指標を踏まえた睡眠障

害の治療ガイドライン作成および難治性の睡眠障害の治療法開発に関する研究J (研究代表者:井上 雄

8. 平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金 障害者対策総合研究事業(障害者政策総合研究事業(精神障害

分野)) I向精神薬の処方実態に関する研究J (研究代表者:中込和幸)

9. 平成 27 年度厚生労働科学研究費補助金厚生労働科学特別研究事業「認知症に対するかかりつけ医の向

精神薬使用の適正化に関する調査研究J (研究代表者:新井 平伊)

10. 平成 27 年度日本医療研究開発機構委託研究開発費 長寿・障害総合研究事業「臨床評価指標を踏まえた

睡眠障害の治療ガイドライン作成及び難治性の睡眠障害の治療法開発に関する研究J (研究代表者:井上

雄一)

新規医薬品臨床試験

<当教室が治験に関った医薬品>(現在進行中のものを含む)

1. Aripiprazole アリピプラゾール

2. Aripiprazole long-acting injection アリピプラゾール持効注射剤

3. Aripiprazole/Sertraline combination アリビプラゾール/セルトラリン合剤

4. Asenapine アセナピン

5. Blonanserin ブロナンセリン

6. Clozapine クロザピン

7. Escitalopram エスシタロプラム

8. Fluoxetine フルオキセチン

9. Lurasidone ルラシドン

10. Quetiapine クエチアピン

11. Ropinirole ロピニロール

12. Venlafaxine ベンラファキシン

教室員が受賞した賞

・坂元薫女子医大医師会賞 2004

・西村勝治 日本総合病院精神医学会 ベストポスター賞 2006

・押淵英弘 The Dopamine Partial Agonist Society Y oung Investigator A ward. 2007 

・高橋一志 日本臨床精神神経薬理学会 ポールヤンセン賞 2007

・原田豪人 日本臨床精神神経薬理学会学会奨励賞 2008

・押淵英弘 22nd European College of N europsychopharmacology (ECNP) 2009 Poster A ward. 

• r畢村実紀 日本臨床精神神経薬理学会学会奨励賞 2011

・菅原裕子 日本うつ病学会下回光造賞 2012

・押淵英弘 The American Society of Clinical Psychopharmacology (ASCP) Workshop on clinical trials in 

psychopharmacology fellowship. 2013 

・押淵英弘 American Psychiatric Association (AP A) ， The 19th Ann ual Research Colloq uium for J unior 

Investigators.2014 

・押淵英弘 American Society of Clinical Psychopharmacology (ASCP) Annual Meeting New Investigator 

Award.2014. 

・西村勝治 日本総合病院精神医学会「生体臓器移植ドナーの意思確認に関する指針」作成に対する表彰 2015 

年 2 月

・堤多可弘 JSNP Excellent Presentation Award for AsCNP 2015 

・押淵英弘 JSNP Excellent Presentation Award for AsCNP 2015 



教授在任中に医局員に誕生した子供

• 26 人

2016 年 1月 18 日 南病棟 1階神経精神科外来
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巻頭日

東京女子医科大学医学部精神医学講座

石郷岡純

私が本学に奉職してから 12 年ほどになりましたが，東京女子医科大学雑誌で退任記念特別号を発刊していた

だけることになったことは望外の喜びであり，本誌の企画・立案・論文執筆に尽力された教室の方々に心から

感謝申し上げます.掲載されている論文は執筆者自身が関心の趣くままに筆をとったものであり，取り上げら

れた主題はきわめて多彩であります.このことは，教室の活動が多彩であるというだけでなく，精神医学とい

う学聞が多様性を内包しつつ全体が弁証法的に統ーされるという特性を備えているからだと思います.そこで，

本学に身を置いた聞の精神医学と私自身の関わりはどういうものだったのか，少し振り返ってみたいと思いま

す.

私が本学に赴任した 21 世紀初頭の精神医学の状況は， 1980 年代から始まった症状群構成から操作的に疾患

を定義していく診断学が定着し，一方では画像診断学と分子生物学の 2 大研究手法が大きく発展したことと相

まって，個々の精神疾患の綴密な記述と新たな体系化，およびその生物学的基盤解明が遠くない将来に達成さ

れる期待が高まっていましたまた，治療薬剤もドラッグ・ラグが急速に改善した結果導入が促進され，世界

標準の治療が行える日も近いと思われていました.一方，私自身の研究は細胞膜リン脂質代謝や動物のストレ

ス脆弱性モデルなどであり，病態解明の面では疾病からの修復過程といった 疾病非特異性の領域に関心が向

かっていましたので，疾病の個別性を明らかにしようとする上記の動向と期待を無邪気に信じることができま

せんでしたそこで基礎研究では疾病回復性・ストレス脆弱性の生物学的基盤解明というそれまでの方向性を

さらに発展させていく方針を固め，一方で、臨床的にはトランスレーショナル・リサーチや治療の標準化，チー

ム医療といった実践的な領域を積極的に進めていくことにしました.

具体的には，基礎研究として，メタンフェタミン連続投与動物をストレス脆弱性モデル動物とみなし各種向

精神薬の作用機序を追及してきましたが，研究が進むにつれ，またある程度予想していたとはいえ，異なった

疾患の治療薬聞に見られる作用の共通性に驚かされました.本誌にもその一端が紹介されています.臨床面で

は，治験を積極的に推進しましたまた，クロザピンという両刃の剣ともいうべき統合失調症治療薬のわが国

の導入に力を入れ，本学は登録医療機関第 1号になり 私自身も登録医 l番の栄誉をいただきましたこの薬

剤については，すべての登録患者のデータベースを用いた大規模研究を本学で行うことにもなっています.統

合失調症の薬物療法に関するガイドラインも，エビデンスに基づき Minds 認証を受けられる形をめざして，私

が理事長を務めている日本神経精神薬理学会で 2年がかりで作成しました.また， iCLIC にも多大な支援をい

ただき 4 年がかりでデータを収集した統合失調症対象の大規模多施設臨床試験 JDMPs 研究 (250 例)がようや

く終了し 日本発の高品質データを発信することができました

レジリアンスをキーワードとして教室で展開してきた女子医大版心理教育プログラムは，こうした基礎から

臨床までを包含した知見を臨床の実践活動に落とし込む野心的なもので，多職種が完全かつ同等に参画する

チーム医療の見本とも呼べる姿になったことに，私が目指してきたものが投影されているようで大変うれしく，

またありがたく思っております.最後に，長年にわたり支援していただ、いた本学の皆様方への感謝の意を込め

て，本誌を捧げたいと思います.

E 




